
事前申込制
全席自由   第Ⅰ部 500円 第Ⅱ部 無料
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長

	

［
解
説
］	

宮
澤
文
雄 

島
根
大
学
法
文
学
部
准
教
授

私
〔
戸
川
秋
骨
〕は
奥
さ
ん
〔
小
泉
セ
ツ
〕
と
こ
ん
な
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

先
生
〔
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
）〕
が
若
し
ご
健
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

こ
の
謡
と
能
と
の
趣
味
に
ど
れ
程
憧
憬
さ
れ
た
事
で
あ
ろ
う
か
と
。

す
る
と
奥
さ
ん
は
言
わ
れ
た
、先
生
の
ま
だ
お
ら
れ
る
時
分
に
、こ
れ
を
稽
古
し
、

先
生
に
そ
の
趣
味
を
伝
え
た
な
ら
ば
、ど
れ
程
先
生
は
こ
れ
に
傾
倒
さ
れ
た
事
で
あ
っ
た
ろ
う
に
、

不
幸
に
し
て
先
生
は
こ
れ
を
知
ら
ず
に
な
く
な
ら
れ
た
の
は
、

甚
だ
残
念
な
事
で
あ
る
と
。
―
―
戸
川
秋
骨
『
凡
人
崇
拝
』（
ア
ル
ス
社
、一
九
二
六
年
）

2024年12月15日［日］
第Ⅰ部�13:30-15:00
第Ⅱ部�15:10-17:00サンラポーむらくも 瑞雲の間 島根県松江市殿町369

［主催］松江喜多会　［共催］小泉八雲記念館
［助成］公益信託しまね文化ファンド、公益財団法人エネルギア文化・スポーツ財団、松江市文化協会

小
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た
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と
小こ

鼓つ
づ
み

能
楽
の
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へ
よ
う
こ
そ

小
鼓
を
打
つ

晩
年
の
小
泉
セ
ツ

［
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像
提
供
］小
泉
家



横
よこ

山
やま

幸
ゆき

彦
ひこ

能楽小鼓方幸流能楽師。
公益社団法人能楽協会会
員。重要無形文化財総合
指定保持者。1968年広島
市中区生まれ。能楽幸流
小鼓方の父、横山晴明師に
師事。1994年「道成寺」、
2000年「猩々乱」「卒都婆
小町」を披く。フランス公演
など国内外で活躍。広島
市佐伯区在住。

大
おお

島
しま

衣
きぬ

恵
え

能楽シテ方喜多流能楽師。
公益社団法人能楽協会会
員。東京芸術大学音楽学
部邦楽科卒業。祖父・久見、
父・政允（共に能楽喜多流職分、

国指定重要無形文化財保持者）

に師事し、２歳で「鞍馬天
狗」の稚児にて初舞台。広
島県福山市の喜多流大島
能楽堂を中心に各地での
演能、能楽普及活動に努め
ている。エリザベト音楽大
学非常勤講師など学校で
の能楽指導、海外公演へも
多数参加している。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
再
話
文
学
創
作
に
お
け
る
最
大
の
功
労
者
、

小
泉
セ
ツ
。
小
泉
セ
ツ
は
、喜き

多た

流り
ゅ
うの

謡よ
う

曲き
ょ
くと

幸こ
う

流り
ゅ
うの

小こ
つ
づ
み鼓

を
愛
し
、晩

年
の
生
き
が
い
に
し
た
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
『
怪
談
』
出
版

か
ら
120
年
、ハ
ー
ン
の
没
後
120
年
。ハ
ー
ン
の
『
怪
談
』
に
か
か
わ
る
曲

を
中
心
に
、喜
多
流
の
謡
曲
と
仕し

舞ま
い

、幸
流
の
小
鼓
の
表
演
を
ご
覧
い

た
だ
く
の
に
加
え
、謡
曲
と
鼓
を
参
加
の
み
な
さ
ん
に
も
体
験
い
た
だ

く
こ
と
を
通
し
て
、能
楽
の
世
界
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
バ
ス
］
JR
松
江
駅
2
番
乗
り
場
よ
り
乗
車
約
12
分
、「
県
民
会
館
前
」
下
車

お問い合わせ

松江喜多会
〒690-8504 
島根県松江市西川津町1060 
島根大学能楽部喜多会気付
matsuekitakai@gmail.com
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長 

金
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◉フォームから申し込む

右のQRコードまたはURLからアクセス
してください。

◉はがきで申し込む

参加される方のお名前・ご住所・電話番号
を記載し、松江喜多会までお送りください。

⃝申込み多数となった場合には、参加を締め切らせ
ていただくことがあります。おはやめにお申し込み
ください。
⃝第Ⅰ部の入場料は当日受付でお支払いください。
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15
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